
 

 

 

 

 

 

フェアトレード(フェアは「公正な」「公平な」という意味)とは 1960 年代ごろから

欧米で始まった途上国支援のための貿易形態のことです。チョコレートとコーヒーがフ

ェアトレードの入り口と言われていますが、衣料やアクセサリーなど、品質やデザイン

の向上とともに商品は多様化しています。 

アフリカやアジア、中南米で作られる農

産品、加工品などは、生産者の組織化が未

熟なために、安値で買いたたかれることが

多いのです。そのため、生産者の生活は貧

しく、子どもを学校に通わすこともできな

い家庭が珍しくありません。フェアトレー

ドは、生産現場での技術指導なども実施し

たうえで、生産コストや現地の物価などに

見合った対価を支払います。そして生産者

たちの自立を支援し、子どもたちも教育を

受けることができる環境づくりを目指し

ています。世界フェアトレード機関

（WFTO）は、事業の透明性を保つこと、

環境に配慮した生産方法をとることなど

も必要だと提唱しています。 

日本のフェアトレード市場は、まだまだ

小さいというのが現状です。その理由は、

日本の消費者の買い物は、価格・品質を最

優先にし、社会的・倫理的な要素が加わる

ことは非常に少ないからです。しかし、東

日本大震災を契機に助け合いや連帯が重

視され始めたことから、大きく意識が変わ

る可能性もあります。 

北海道旭川商業高校では、戦前から継続的に実施している生徒実習販売会において、

国際ビジネス科３年生が積極的にフェアトレード商品を取り扱い、地域への普及を目標

に取り組んでいます。 
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フェアトレードで途上国支援 

～ 理念先行から品質重視へ ～ 

 


